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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月16日(2013.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関用のピストンとピストンリングとを含むアセンブリ（１２）であって、
　ピストン（１３）を備えており、該ピストン（１３）は、リング溝（２１ａ）内に収容
された、リングギャップ（２６）を有する少なくとも１つのピストンリング（２２ａ）を
備えているものにおいて、
　リング溝（２１ａ）の溝底（２４）とピストンリング（２２ａ）との間に、ばねエレメ
ント（２５）が配置されており、該ばねエレメント（２５）は、ピストンリング（２２ａ
）のリングギャップ（２６）を充填するように設けられていることを特徴とする、内燃機
関用のピストンとピストンリングとを含むアセンブリ。
【請求項２】
　ばねエレメント（２５）は、リング溝（２１ａ）内で少なくとも１８０°の角度範囲に
わたって配置されている、請求項１記載のピストンとピストンリングとを含むアセンブリ
。
【請求項３】
　ばねエレメント（２５）とピストンリング（２２ａ）とは、ピストン軸方向に同じ高さ
（ｈ）を有している、請求項１記載のピストンとピストンリングとを含むアセンブリ。
【請求項４】
　ばねエレメント（２５）は、板ばねとして形成されている、請求項１記載のピストンと
ピストンリングとを含むアセンブリ。
【請求項５】
　ばねエレメント（２５）は、ピストンリング（２２ａ）のリングギャップ（２６）を充
填する隆起部（２８）を備えている、請求項１記載のピストンとピストンリングとを含む
アセンブリ。
【請求項６】
　隆起部（２８）の外側面（２９）とピストンリング（２２ａ）の外周面（３１）とは、
相互に整合して配置されている、請求項５記載のピストンとピストンリングとを含むアセ
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ンブリ。
【請求項７】
　隆起部（２８）は、１つのウェブ（３２）と、相互に接近して延びる、該ウェブ（３２
）と結合された２つの斜部（３３）を備えており、ピストンリング（２２ａ）は、該斜部
（３３）に合致する斜面（２７）を備えている、請求項５記載のピストンとピストンリン
グとを含むアセンブリ。
【請求項８】
　ピストンとピストンリングとを含むアセンブリ（１２）と内燃機関のシリンダまたはシ
リンダライナ（１１）とから成る構成ユニット（１０）であって、
　ピストン（１３）を備えており、該ピストン（１３）は、リング溝（２１ａ）内に収容
された、リングギャップ（２６）を有する少なくとも１つのピストンリング（２２ａ）を
備えているものにおいて、
　リング溝（２１ａ）の溝底（２４）とピストンリング（２２ａ）との間に、ばねエレメ
ント（２５）が配置されており、該ばねエレメント（２５）は、ピストンリング（２２ａ
）のリングギャップ（２６）を充填するように設けられており、ピストンリングの外周面
（３１）が、シリンダまたはシリンダライナ（１１）の摺動面（２３）に密に当接するよ
うになっていることを特徴とする、ピストンとピストンリングとを含むアセンブリと内燃
機関のシリンダまたはシリンダライナとから成る構成ユニット。
【請求項９】
　ばねエレメント（２５）は、リング溝（２１ａ）内で少なくとも１８０°の角度範囲に
わたって配置されている、請求項８記載の構成ユニット。
【請求項１０】
　ばねエレメント（２５）とピストンリング（２２ａ）とは、ピストン軸方向に同じ高さ
（ｈ）を有している、請求項８記載の構成ユニット。
【請求項１１】
　ばねエレメント（２５）は、板ばねとして形成されている、請求項８記載の構成ユニッ
ト。
【請求項１２】
　ばねエレメント（２５）は、ピストンリング（２２ａ）のリングギャップ（２６）を充
填する隆起部（２８）を備えている、請求項８記載の構成ユニット。
【請求項１３】
　隆起部（２８）の外側面（２９）とピストンリング（２２ａ）の外周面（３１）とは、
相互に整合して配置されており、隆起部（２８）の外側面（２９）は、シリンダまたはシ
リンダライナ（１１）の摺動面（２３）に密に当接している、請求項１２記載の構成ユニ
ット。
【請求項１４】
　隆起部（２８）は、１つのウェブ（３２）と、相互に接近して延びる、該ウェブ（３２
）と結合された２つの斜部（３３）を備えており、ピストンリング（２２ａ）は、該斜部
（３３）に合致する斜面（２７）を備えている、請求項１２記載の構成ユニット。
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